令和８年度　学校経営の方針と学校目標

令和８年４月24日（金）
校長　尾　崎　元　子
　
１　校　訓　　　「立志」・・・高い志を掲げ、学習し、心身を鍛える人間

[bookmark: _Hlk220072383]２　教育目標　　学ぶ意欲にとみ　心豊かで　たくましい生徒（平成２６年度改訂）

[bookmark: _Hlk220072224]３　努力目標　　《知》見通しをもち、主体的に学習する生徒（平成３０年度一部改訂）
　　　　　　　　　　　　《徳》互いを思いやり、協力し合う生徒
　　　　　　　　　　　　《体》心身を鍛え、最後までやりぬく生徒　

４　学校経営の基本理念
　　　　　　　　～すべてはこどもの成長のために～
　　　　　　　　　　　「こどもの可能性を信じ、判断基準は『こども』とする」

５　学校経営の方針
　　　　　　関連法規、学習指導要領及び解説、県・市教育委員会の指導の方針と重点、地域社会や生徒の実態及び保護者・地域住民の願いなどを踏まえて設定した教育目標達成を目指し、「キャリア教育」を柱に「思いやりの心」「自他の命を大切にする気持ち」「夢と志」「ふるさと島守及びふるさと八戸への誇りと愛着」を育むとともに、これからの社会を生きるために必要な「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」をバランスよく育む教育の充実に努める。
[bookmark: _Hlk220073346]　　（１）校訓「立志」を踏まえ、キャリア教育を柱とした教育活動の推進に努める。
　　（２）「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」をバランスよく育み、体験学習（交流）等の教育活動の充実に努める。
　　（３）専門職として必要な資質と指導力の向上を目指した研修の充実に努め、学び続け磨き合う教育集団をめざす。
　　（４）学校間及び家庭・地域社会との連携・協働を深め、魅力ある学校づくりに努める。

６　学校経営の重点
　　（１）キャリア教育を柱とした「思いやりの心」「自他の命を大切にする気持ち」「夢や志」「ふるさとへの誇りと愛着」を育む教育活動の推進
　　　　①「キャリアプランニング能力」を重点とし、キャリア教育全体計画及び各教科等との関連を図った年間指導計画に基づいた、特別活動を要としたキャリア教育の推進。
　　　　②「多様性の尊重」（自他を大切に思う気持ち）や「自己有用感」を育むために、生徒の良さや頑張りを認めほめる共感的な指導と、他人との関わる場の設定及び達成感や充実感を味わわせる教育活動の推進。
　　　　③「夢や志」及び「ふるさとへの誇りと愛着」を育むため、島守地区の「ヒト・モノ・産業・歴史」などを活用し地域とともにすすめる教育活動の推進。
　　（２）「確かな学力」を育む指導の充実
　　　　①「主体的・対話的で深い学び」の実現を図る指導計画の作成と実践。
　　　　②特別支援教育の視点を取り入れた授業づくりの推進。
（「ねらいの明確化」「流れの提示」「授業形態の工夫」「視覚化（思考の変容の可視化）」「共有化」「焦点化・深化」）
　　　　③｢授業｣｢評価｣｢家庭学習｣をセットにした｢指導と評価の一体化｣の実践。
　　　　④｢個別最適な学習｣と｢協働的な学習｣の往還を図る指導の実践。
　　　　⑤体験活動や問題解決的な学習の指導の工夫と推進。
　　　　⑥子どもの学びを支援する学習環境と学習活動の充実。（ICTの活用・家庭学習の推進）
　　（３）「豊かな心」を育む指導の充実
　　　　①「自主、自立、自由と責任」「向上心、個性の伸長」「郷土を愛する態度」を重点項目とし、道徳科を要とした道徳教育の充実。
　　　　②道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる指導の工夫。（生徒会活動・学校行事）
　　　　③いじめ防止を含む「より良い人間関係の形成」と「生活上の諸問題についての話合い活動を通して合意形成や意思決定を図ること」を目指した学級活動や生徒会活動の充実。
　　　　④読書や新聞活用の時間の設定と学校図書館の積極的な利用による読書指導の推進。
　　　　⑤こくぞうタイムを活用した創造性豊かな感性をはぐくむ指導の推進
⑥生徒の個性を尊重し、生徒一人一人の思いを大切にした生徒指導の充実。
　　（４）「健やかな体」を育む指導の充実
　　　　①運動に親しむ資質や能力の育成と、体力の向上を目指した保健体育の授業の充実。
　　　　②「望ましい生活習慣の形成」（心身の健康保持・健康管理・食に関する知識や食習慣）に主体的に取り組む生徒の育成を目指した保健学習・保健指導の充実。
　　　　③自分の命は自分で守ろうとする態度や能力を育てる防災・安全指導教育の充実。
（５）専門職としての資質と指導力の向上を目指した研修の充実
　　　　①生徒の実態に基づいた指導のための、諸調査の分析と指導計画等への活用。
②資質向上に関する指標を踏まえた研修の推進。
　　　　③研究主題に基づき、日常的に学び合い指導力を高めあう校内研修体制の整備と計画・実践的な校内研修の充実。
　　　　④学習指導要領の理解及び学校課題の解決につながる校外研修への積極的参加。
（６）学校間の連携及び家庭・地域社会との連携による魅力ある学校づくり
　　　　①小学校との円滑な接続と生徒に共通する課題解決を目指した他校との交流及び共同や合同で行う学習の実施。
　　　　②高等学校等との円滑な接続を目指した、互いの指導内容や指導方法等の理解。
　　　　③家庭・地域社会とのよりよい連携・協働を目指したＰＴＡ活動の推進と、地域行事への積極的な協力・参加。
　　　　④保護者・地域住民や地域の諸団体と連携・協働した各教科等の授業や学校行事の実施と積極的な公開。
　　　　⑤学校便りや配信メール等の利用による積極的な情報発信。

７　令和８年度学校目標
　　（１）学校目標と学校目標設定の主たる理由
　　　　  ①学校目標
　　　　　「自ら学び、ともに高め合う生徒の育成」
　　　　 ②学校目標設定の主たる理由
　         令和７年度は学校目標を「自ら学び、考え、表現する生徒の育成」とし、その具現化のため具体的な施策をもとに取り組んできた。
[bookmark: _Hlk190935129][bookmark: _Hlk190964940]学校評価等の各種アンケートの結果では全体的に生徒・保護者・教職員からおおむね良好な結果で　あったが、｢わからないときは友達と互いに聞き合い学び合っている｣、｢対話やコミュニケーションを重ね、課題を解決している｣という点で生徒・保護者から課題があるとの結果がでた。また、「失敗を恐れ、進んで動くことが少ない」「場に応じた臨機応変の対応力が弱い」との教職員アンケートや「世間知らずなところがあるので他の中学校の現状を知ってほしい」「自信をもって外へアピールしてほしい」等の保護者意見もある。このような課題を解決するために、今年度の学校目標を『自ら学び、ともに高め合う生徒の育成』とし、学校生活の中で①「主体的に『学び・考え・表現する』ための取組」②「対話を重ね、自治的な集団活動の推進」③「自己の心身に向き合い、自らの課題を解決する取組」④「保護者や地域住民との連携・協働体制の構築」に努め、目標達成に迫りたい。また、これら４つの取組を通して、自己肯定感や自己有用感の向上にもつなげていきたい。
(２)学校目標具現化のための具体的な施策
①主体的に『学び・考え・表現する』ための取組（授業づくり）
　　　　　・主体的な学びのための授業の導入の工夫
・授業のまとめにおける振り返りの工夫　　　　　
・個や場に応じた表現の仕方の工夫
②対話を重ね、自治的な集団活動を推進（居場所づくり・絆づくり）
　　　　　・視点や視野を広げ、実践意欲が高まる道徳教育の推進
・自己有用感や自己肯定感が高まる体験活動の充実
・生徒の主体性を育てる問題提起（しかけ）と話合いの場の設定
③自己の心身に向き合い、自らの課題を解決する取組（心と体づくり）
　　　　　・基本的生活習慣の向上を促す場の設定
　　　　　・心と体の「SOS」を言える環境づくりと調整を促す指導の工夫
　　　　　・安全や防災について、正しい知識の定着と実践力の向上
④保護者や地域住民との連携・協働体制の構築（学校づくり）
　　　　　・学校や地域の集会や行事などの情報の共有と情報発信
　　・保護者や地域の思いを反映し、協働による学校運営や教育活動の展開
　　（３）学校目標の達成の基準（評価基準）
　　　　　・学校評価アンケートを年２回実施する。
　　　　　・生徒、保護者及び教職員からの肯定的な回答が８０％以上で達成とする。
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